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はじめに 
 

現在、国内ではドローンの活用に関するルールやガイドラインの整備が進み、農業や測量など一部の分

野でドローンを活用したビジネスが動き出しています。今後、点検や物流など幅広い分野でもドローンの

活用が進むと予測されています。そのため、さまざまな企業がドローンの活用を注目していますが、ビジ

ネス分野やレイヤー、市場の成長性などが整理された情報が少なく、検討の足かせになっているのが実情

です。 

 

本書は、ドローンビジネスの概況と先行する海外のドローン活用ビジネスの情報を整理し、ビジネス分

野別に日本における市場成長性を分析しています。国内のドローンビジネスの成功戦略を立てるための情

報を整理しています。 

 

第 1 章「世界のドローン市場と今後」では、ドローンに関わるプレイヤーを整理したうえで、世界の

ドローンビジネスに関する概況を市場規模データや投資トレンドなどを踏まえつつ最新動向を解説してい

ます。 

第 2 章「世界の最先端ドローン活用ビジネス」では、ドローンを活用したビジネスを行っている、

「農業」「点検」「搬送・物流」「測量」など 11 分野、35 の企業について分析しています。それぞれの

事業レイヤーを整理したうえで、実際に行っているサービスの特徴や強みなどをまとめています。 

第 3 章「中国ドローン産業の歴史と市場規模」では、東京大学社会科学研究所・講師である伊藤亜聖

氏が中国のドローン産業の最新動向を解説。なお、同氏執筆による『中国ドローン産業報告書（仮題）』

（東京大学社会科学研究所刊行：2017年 3月発売予定）より内容を抜粋して寄稿いただいています。 

第 4 章「ドローンビジネス分野別の課題と展望」では、各分野における日本での機会可能性、ドロー

ンの活用開始時期をまとめるとともに、分野ならではの技術的及び社会的な課題、日本での今後の展望を

まとめています。 

本報告書が、新しい市場であるドローンを活用したビジネスの現状を把握する上で、少しでもお役に立

てれば幸いである。 

 

株式会社インプレス 
インプレス総合研究所 

2016年 12月 
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1.1 ドローンの定義と歴史 

1.1.1 本書で取り扱う「ドローン」の定義 

「ドローン」という言葉は、Amazon.com が 2014 年に次世代型配達用機械として提唱したこと

で徐々に広がりを見せた。日本では、2015 年 4 月 22 日に首相官邸で DJI の Phantom が発見され

てから「ドローン」という言葉が世間に知れ渡るようになった。 

“ドローン”という単語は、元々は「自律型無人機」という意味を持つ。無人車両 (Unmanned 

Ground Vehicle) や無人航空機  (Unmanned Aerial Vehicle) 、無人船舶  (Unmanned Surface 

Vehicle) 、水中ロボット、カプセル型内視鏡など、遠隔操縦機または（半）自律式な機械全般を本

来は示している。 

最近の報道等で出てくるドローンは、遠隔操縦または自律式の複数のプロペラの無人航空機のこ

とが多い。 

 

本調査報告書では、主にマルチコプター型ドローンと固定翼機型ドローンの業務利用に関して調

査分析している。 

1.1.2 ドローンの歴史と背景 

無人航空機の歴史は古く、第二次世界大戦中に、B-17 爆撃機を改造した BQ-7 がその最初とい

われている。戦闘機の訓練の中で、主に標的機として利用されていた（標的機「Queen Bee（女王

蜂）」から「Drone（雄蜂）」と呼ばれるようになったという説もある）。 

現在のドローンの技術は、2001 年のアメリカでのテロを契機にドローンの軍事活用が本格化し

（代表的なものはプレデター）、地球の裏側の敵を暗殺する無人航空機の開発が推進したことで、

飛躍的に向上した1。その技術が結果的に、民間利用のドローンに活用され、飛躍的なドローンの

進歩につながっている。 

 

実は、世界に先駆けて、無人航空機（この場合は無人ヘリコプター）の産業利用が始まったのは

日本の農業分野である。有人のヘリコプターによる農薬散布は、国土の狭い日本には合わないため、

無人ヘリコプターの検討がされたことが始まりだ。1980 年代後半にヤマハ発動機による農薬散布

用無人ヘリコプターが発売されている。当初は、手動操縦であったが、現在は GPS などを利用し

た制御システムも用いられており、いまでも主に稲作での農薬散布に広く利用されている。 

また、ホビー市場として、エンジンを搭載したラジコン模型航空機、ラジコンヘリコプターとい

                                                        
 
 
1 参考文献：ウィッテル,リチャード（2015）『無人暗殺機ドローンの誕生』（赤根洋子訳）文藝春秋社. 
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う市場も形成されていた。その後、ホビー利用の模型航空機などはエンジンからモーターに駆動部

分が変更されたが、変わらず高価であったことや、操縦の難しさから、一部のホビーユーザーに

限って、楽しまれていた。 

 

近年、ドローンが注目されるきっかけを作り出したのは、2010 年に発表された Parrot 社の

「AR ドローン」の登場である。「AR ドローン」はスマートフォンやタブレットによる Wi-Fi コ

ントロールやフライトコントローラーによる安定飛行、小型カメラを搭載することで、このカメラ

からリアルタイムでストリーミング映像を配信する機能等の新しい技術を盛り込んでいる。その後、

SDK（Software Development Kit）2を提供し、エンジニア向けにドローンに関するプログラミン

グの世界も拓いてきた。 

また、現在のドローンにおける世界シェア NO.1 企業である DJI は、2005 年に中国広東省深圳

で創業し、2012 年に「Phantom」を販売開始する。 

この「Phantom」はドローンの民生利用の市場において、世界を席巻した。その流れは日本に

おいても、ホビー空撮から商業空撮の世界まで広がっていくことになる。 

 

商業用途においては、欧州やカナダ、オーストラリアで徐々に活用が始まっていくが、米国では

商業用途のドローンが禁止されていた。Amazon や Google といったドローンの活用を検討する企

業は、カナダやオーストラリアで、実験（搬送実験など）を中心に行っていくことになる。 

そのような中、2015 年 2 月に FAA（連邦航空局、 Federal Aviation Administration）が発表した

「sUAS 商業利用に関する規則案」で商業ドローンの利用が認められる方向へと大きく舵が切られ、

商業ドローン市場への企業投資が広がりを見せ始める。 

その後も、アメリカでは、規制緩和が進みつつある。2016 年 6 月、現在の航空規則に新たに追

加される「パート 107」を発表している。これは 55 ポンド（25kg）以下の小型ドローンの商用運

用に関する規則を定めたものである。 

例えば、ドローンの操縦者に求められる条件を緩和した。いままでドローンの操縦者は、飛行機

のパイロット免許を取得する必要があったが、今後は、講習を受け、FAA の認定テストに合格す

れば、公認が得られるようになった。 

 

日本では、2015 年 4 月 22 日に発生した首相官邸無人機落下事件が、世間からドローンが注目を

あびるきっかけとなった。その後、国は様々なルールを策定している。2015 年 12 月 1 日には、改

正航空法が施行。この改正航空法では、飛行空域と飛行方法に関する 2 つの規定がある。飛行空域

については、空港などの周辺、地表または水面から 150ｍ以上の高さでの飛行を禁止している。ま

た人口集中地域（DID）の上空で飛ばすことも禁止である。こうしたルールの策定がされることは

ドローンの活用に対する基準が明確化されることで、企業がドローンの業務活用を検討しやすく

                                                        
 
 
2 SDK とは、ソフトウェアを開発するために必要な技術文書やツールなど一式のことである。 
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なったと評価されている面もある。 

さらに、国土交通省は 2016年 3 月に「UAV を用いた公共測量マニュアル（案）」を発表。農林

水産省は、農業分野などでドローンの活用が進んでいることを受けて、ドローンに関する安全対策

や運航基準などを定め、「無人航空機利用技術指導指針」を策定している。 

総務省では「無人航空機における携帯電話等の利用」を、既存の基地局の運用などに支障を与え

ない範囲においてだが、試験的にセルラードローンのような活用を許可する方針としており、

2016 年 7 月、実験飛行が可能になる電波法施行規則と審査基準が改正されている。その他にも、

総務省は長距離伝送を可能とするために 5.7G 帯域の電波も使用可能としている。 

このように国が率先して、ドローンに関するルールを策定していく流れは、米国や日本だけでは

ない。例えばシンガポールは 2015 年初め、ドローンの活用を拡大するため、運輸省傘下に UAS

（Unmanned Aerial System）委員会を設立している。UAS 委員会が主導することで、国の様々

な機関でドローンを活用する方案を企画し検討しているようだ。 

 

日本から世界に向けて、ビジネスを展開していく動きも起きている。代表的な例は、テラドロー

ンであろう。2016 年 3 月に設立されたテラドローンは、母体であるテラモーターズが手掛ける電

動バイクなどの技術はドローンと基本的な部分で共通項が多いため、電動モーターとその制御技術

を応用するべくドローン事業に参入した。テラドローンは、測量分野及び農業分野を中心にビジネ

スを行っている。また 2016 年 11 月には、ドローンの運行管理サービス（UTM）を行うためにベ

ルギーの Unifly へ約 5 億円の出資を行い、パートナーシップを締結している。 

2017 年以降、テラドローンのような日本企業がさらに生まれるだろう。 
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1.3 ドローンに関わるプレイヤー 

ドローンのビジネスに関わる企業は以下のように分類できる。 

 

 
資料 1.3.1 ドローンビジネスを形成する事業者 

 

ハードウェア事業者は、DJI や Parrot、3DR といった機体メーカー、ドローンに搭載するカメ

ラを提供する Micasense といった企業である。 

ソフトウェア事業者は、Pix4D や Autodesk などドローンを利用して得られた空撮画像データな

どを解析するソフトやマッピングソフトなどを提供する企業である。 

ソリューション提供事業者は、ユーザーや企業に対して、ドローンを活用したサービスを提供す

る企業とドローンユーザー向けのサービスを提供する企業などがある。ドローンを活用したサービ

スを提供する企業とは、ユーザーや企業に代わり空撮を行い、サービスを提供する企業である。例

えば Airinov は、農家に代わって空撮業務を行い、農家にレポートを提出するサービスを実施して

いる。 

ドローンユーザー向けサービスを提供する企業とは、ドローン利用者に対して、農業や測量など

特定分野のソリューションを提供したり、ドローンを便利に活用できるシステムを提供したりする

企業のことである。 

ユーザーとは、自社の業務にドローンを活用し顧客に対してサービスを行う企業であり、自社が

行う配送サービスにドローンを利用する Amazon や自社運営のショーでドローンを活用するディ

ズニーなどが挙げられる。 

ドローンの産業を支える企業としては、ドローンオペレーターを育成するスクール事業者や保険

会社、機体のメンテナンスを行う企業などその他ドローン関連ビジネスを行う企業もある。 

 現在、ハードウェア企業である 3DR が土木建築分野向けソリューションを提供し、Dronevolt

のようにメンテナンスやスクール事業を手掛けながら、ソリューションを提供する例もある。様々

ビジネスモデルが複合的に絡み合っているのが実情だ。 

 

事業レイヤー 内容 企業例
ユーザー 自社の業務にドローンを活用する Amazon、DHL、ディズニーなど

ドローンを活用したサービスを提供する企業 Airinovなど

ドローンユーザー向けに
自社のソリューションを提供する企業

Skycatchなど

ソフトウェア事業者 画像解析や3Dソフトウェアなどを提供する Pix4D、Autodeskなど
ハードウェア事業者 機体やカメラ、センサーの提供、 DJI、Parrot、Micasenseなど

その他のドローン関連ビジネス 周辺ビジネスを行う事業者 スクール事業者、保険、メンテナンス事業者

ソリューション提供事業者
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2.1 農業 

農業分野におけるドローンの活用は、非常に進んでいる分野のひとつである。 

農業分野では、ドローンの利用は大きく分けて「農薬散布」、「精密農業」の 2 つにわかれる。 

精密農業も生育観察レベル（空撮見回り）程度から植生解析（植物の健康状態、病害虫の発生状

況など）まで幅広い用途が考えられる。 

以下が農業分野においてドローンビジネスを行う企業である。 

Micasense（米国） URL：https://www.micasense.com 

主なサービス名：ATLAS ・ドローンを活用した精密農業に重点を置いたプロダクトを開発し

ているアメリカのスタートアップ。 

・マルチスペクトラルカメラとデータ管理クラウドサービス Atlas

を提供している。 

主な事業レイヤー 

・ハードウェア事業者 

・ソリューション提供事業者 

（ドローンユーザー向けサービス提供） 

PrecisionHawk（米国）  URL：http://www.precisionhawk.com 

主なサービス名：- ・アメリカに本社を構えるスタートアップで、ハードウェア・ソフ

トウェア開発から教習サービスの提供など、幅広い事業を行う。 

・固定翼機「Lancaster 5」を販売 

主な事業レイヤー 

・ハードウェア事業者 

・ソリューション提供事業者 

（ドローンユーザー向けサービス提供） 

Airinov （フランス） URL：http://www.airinov.fr 

主なサービス名：- ・2010 年に設立されたフランスのスタートアップで、精密農業に

重点を置いてサービスを展開する。 

・農家に対して農地の空撮サービスを提供。加えて取得したデータ

の解析や、それに基づいたコンサルティングを行う 

主な事業レイヤー 

・ソリューション提供事業者 

（ドローンを活用したサービスの提供） 

Event 38 Unmanned Systems（米国） URL：https://event38.com/ 

主なサービス名：- ・ドローン本体、特殊な光学センサー、ドローンデータ管理システ

ムを提供 

・管理システムは建設、環境保全、鉱業、測量、精密農業向けにカ

スタマイズできる。 

主な事業レイヤー 

・ハードウェア事業者 

・ソリューション提供事業者 

（ドローンユーザー向けサービス提供） 

AgriSens（セルビア） URL：http://www.agrisens.com/ 

主なサービス名：- ・ドローンを利用して精密農業を実施し、生産性を向上させるため

のソリューションを提供する。 

・広域にわたる測量、ビッグデータの収集と処理・分析に使用され

るリモートセンシングをサポート 

主な事業レイヤー 

・ソリューション提供事業者 

（ドローンを活用したサービスの提供） 
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 Micasense 

Micasense（米国） URL：https://www.micasense.com 

主なサービス名：ATLAS ・ドローンを活用した精密農業に重点を置いたプロダクトを開発し

ているアメリカのスタートアップ。 

・マルチスペクトラルカメラとデータ管理クラウドサービス Atlas

を提供している。 

主な事業レイヤー 

・ハードウェア事業者 

・ソリューション提供事業者 

（ドローンユーザー向けサービス提供） 

■概要 

MicaSense はカリフォルニアに本社を構えるスタートアップで、ドローンを用いた精密農業に

特化したプロダクトを提供している。ドローンメーカー大手の仏 Parrot 社の傘下企業で、2014 年

に$2M、2016 年 2 月にも$7.4M を同社から資金調達しており、現在までに合計で$9.4M の調達を

行っている。MicaSense が提供しているのはドローンの精密農業に必要なクラウドサービス

「ATLAS」とマルチスペクトルカメラ「RedEdge」である。Airware や senseFly といった著名な

ドローン企業とパートナー契約を結んでおり、世界的に見てもドローンの農業分野で注目を集めて

いる企業のひとつである。 

提供されているプロダクトは農家が直接利用することも可能だが、ドローンの実機を飛ばす技術

や加工後のデータを解析するのに専門的な知識が必要とされるため、農家向けにサービスを提供す

る農業コンサルタント向けのプロダクトと言える。 

■サービスの詳細 

MicaSense が提供している ATLAS は精密農業に特化したデータ管理クラウドサービス。

MicaSense の RedEdge や Parrot の Sequoia といったマルチスペクトルカメラから取得したデー

タの管理・分析に利用できる。ユーザーが空撮後に SD カードに保存されたデータをクラウド上に

アップロードすると、Atlas がデータ処理を行い、24 時間以内にデータ加工処理を完了する。 

 
出所：Micasenseウェブサイト（https://www.micasense.com/atlas/） 

資料 2.1.1  Atlasイメージ 
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出所：Micasenseウェブサイト1 

資料 2.1.2  データ加工処理のプロセス 

NDVI や DSM（Degital Surface Model）2などのデータに加工が可能で、クラウド上での確認

や、GeoTIFF などの形式でダウンロードをして別のソフトウェアでそのデータを利用することも

できる。 

 

出所：Micasenseウェブサイト 

資料 2.1.3 豊富なデータ加工の種類 

■サービスの特徴 

ドローン用のデータ加工・管理クラウドサービスは世界でいくつか展開されているが、ATLAS

の特徴は農業に特化したサービス展開をしている点が挙げられる。 

                                                        
 
 
1 
https://static1.squarespace.com/static/579a34a98419c24fcccb6be1/t/57a4075a2994ca38532a5cd2/1470367582110/
MicaSense_ATLAS_Brochure.pdf 
2 数値表面モデル、地表面の地形のデジタル表現（https://ja.wikipedia.org/wiki/数値標高モデル） 

sample



 第 2章 世界の最先端ドローン活用ビジネス 

 

世界のドローンビジネス調査報告書 2017  © 2016 CLUE.Inc,A.Ito,H.Sunohara,Impress Corporation 42 

データ加工の種類も豊富で「CHLOROPHYLL MAP」「OSAVI」「NDRE」「NDVI」「NIR 

REFLECTANCE」「CIR COMPOSITE」「RGB COMPOSITE」「DSM」といった加工が可能

である。 

 

名称 説明 

CHLOROPHYLL MAP 葉緑素（クロロフィル）マップ 

OSAVI Optimized Soil Adjusted Vegetation Index の略。土壌の状況を
確認することができる 

NDRE Normalized Difference Red Edge の略。RedEdge 波長（波長 
710nm 付近）を使用し、成熟した植物に対するストレスや健
康状態についてのデータを集めたりすることができる3 

NDVI 作物の健康状態や育成状況を確認する 

NIR REFLECTANCE Near Infra-Red（近赤外線）の略。物体に吸収されずに出てき
た拡散反射光の強度を測定し、解析することで物体を破壊する
ことなく成分情報などを調査することができる4 

CIR COMPOSITE Color Infrared = 色赤外の略。植物は相当な量の近赤外光を反
射するが、反射された赤外光の量を可視化することができる5 

RGB COMPOSITE Red/Green/Blue の略で、撮影対象となったフィールドの真の
色を表示する6 

DSM 数値表面モデル、地表面の地形のデジタル表現7 

出所：著者作成  

資料 2.1.4 データ加工の種類 

 

                                                        
 
 
3 http://www.cybernetech.co.jp/product/flycyber_df_rededge.html 
4 http://www.cc.u-ryukyu.ac.jp/~sakumotu/studies/NIR/STUDYING-NIR.htm 
5 http://www.cybernetech.co.jp/product/flycyber_df_rededge.html 
6 http://www.cybernetech.co.jp/product/flycyber_df_rededge.html  
7 https://ja.wikipedia.org/wiki/数値標高モデル 
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出所：Micasenseウェブサイト 

資料 2.1.5 加工処理を施したデータの写真 

■サービスの強み 

パソコンにインストールするタイプのソフトウェアとは異なり、クラウドサービスとして展開し

ているため、インターネット環境があればパソコン、タブレット、モバイルなど様々な端末で農地

の状況を確認できることが大きな強みである。また、農業に特化しているため提供されている機能

も実務に沿った内容となっている。時系列順に加工済みデータを確認する機能を使えば、作物の生

育状況を正確に判断することができる。これにより、育成状況がよろしくない場所の特定などが容

易に行えるようになった。 

 
出所：Micasenseウェブサイト 

資料 2.1.6 時系列順に並べられた加工済みのデータ 
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■サービスの弱点・デメリット 

ALTAS は Sequoia のような緑、赤、レッドエッジ、近赤外線の狭帯域フィルターのマルチスペ

クトルカメラのみに対応しており、一般的な RGB カメラで撮影した映像には対応していない（将

来的に RGB カメラに対応すると発表している）。 

■プランや価格帯 

ATLAS は 4 つのプランを提供している。「PER USE」プランは$0.6/エーカーの金額で利用が

可能で、データ管理を行う対象面積に応じて従量課金となる。「BASIC」プランは月額$50でひと

月あたり 150 エーカー、「PLUS」プランは月額$100 でひと月あたり 350 エーカー、「PRO」プ

ランは月額$250 でひと月あたり 1,000 エーカーのデータ管理が可能となる。 

■その他提供しているもの（Rededgeについて） 

MicaSense は ATLAS に対応している RedEdge というマルチスペクトルカメラを提供している。

価格は 5,900 ドル（US ドル）で提供されている。 

 
出所：Micasenseウェブサイト（http://www.micasense.com/rededge/） 

資料 2.1.7  マルチスペクトルカメラの Rededge 

 

このカメラは青、緑、赤、レッドエッジ、近赤外線の 5 波長に対応しており、ドローンに搭載す

るために軽量化が施されている。撮影された画像は SD カードに保存され、画像ファイルにはジオ

タグ8  やタイムスタンプ9  などのメタデータが付与されている。 

                                                        
 
 
8 ジオタグ；写真データに付加される追加情報(タグ)で、緯度と経度の数値を含めたもの（https://kotobank.jp/word/
ジオタグ-188622） 
9 タイムスタンプ；出来事が発生した日時・日付・時刻などを示す文字列（https://ja.wikipedia.org/wiki/タイムスタ

ンプ） 
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Ethernetやシリアル、PWM/GPIOなどのインターフェイスが用意されているため、固定翼やマ

ルチコプターなどドローンの種類を問わずに搭載することができる。 

 

出所：Micasenseウェブサイト（http://www.micasense.com/rededge/） 

資料 2.1.8  Rededgeを搭載した機体のイメージ図 

■まとめ 

Micasense は農業分野に特化することで他社製品のカメラやクラウドサービスと差別化を図って

いる企業だ。他社のデータ加工クラウドサービスにも精密農業用の NDVI 等の加工ツールや用意

されているが、ATLAS ほど充実はしていない。Micasense はデータを取得するハードウェア（マ

ルチスペクトルカメラ）からソフトウェア、クラウドまでを垂直統合で展開することで、極めて品

質の高いサービスの提供を実現している。2016年の$7.4 millionの資金調達でさらに成長を加速さ

せていくだろう。 

一方、日本においては農薬散布用ドローンが普及しているが、ドローンを用いた精密農業はまだ

まだ黎明期と言える。国内では唯一、Drone Japan 社が Micasense の ATLAS や RedEdge を利用

した稲の精密農業サービスをスタートしている。Micasense のサービスは日本ではまだ普及してい

ないが、国内でも精密農業の普及に伴い、同社のプロダクトの需要が高まる可能性がある。 
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本節は、2017 年 3 月発行予定の伊藤亜聖著『中国ドローン産業報告書（仮題）』（東京大学社

会科学研究所刊行）より内容を抜粋して寄稿いただいている。 

3.1 中国ドローン産業の歴史 

中国のドローン産業は、1960 年代以来、軍事分野での研究開発が先行してきた。寥小罕・周成

虎編(2016, 第二章)をもとにその概略をたどると以下の通りである。 

中国国内での軍事用ドローンのさきがけは、1960 年代のソ連からの技術支援が断絶して以降、

研究を持続して開発された「長空 1 号」であった。その後、北京航空航天大学が 1969 年に「長虹」

の研究に着手、1972 年に初飛行、1980 年に完成に至った。航空機に搭載発射され、形状はミサイ

ルに近い形態である「長虹」は、回収地域に到達すると落下傘を開き、ヘリコプターによって回収

するという仕組みであり、まさしく軍事訓練用ドローンであった1。その主な機能は軍事偵察、撮

影、訓練用の標的で、最大高度 1.75 万メートル、最大航続距離 2500キロメートル、最大航続時間

3 時間であった。 

その後、西北工業大学が「ASN」シリーズを研究開発、1994年 12月に完成させたほか、近年で

は中国航天科技集団公司十一院が「彩虹」シリーズを完成させている。このほかにも中航工業瀋陽

飛機設計所が設計し、中航工業洪都公司が製造したステルスドローン「利剑(利剣)」、ハルビン飛

行機と北航が開発した BZK シリーズなどがあり、BZK-005 は 2015 年 9 月の中国人民抗日戦争・

世界反ファシズム戦争勝利 70 周年記念式典のなかで、閲兵式に登場しており、米軍のプレデター

に近い外観となっている2。これら一連のドローンの基礎研究を担う形で、北京航天航空大学無人

機研究所、南京航空航天大学無人機研究院、南昌航空大学無人機研究所、西北工業大学第 365研究

所、中国航天科技集団公司研究院などを筆頭に、中国全土には 15 カ所以上のドローン専門の研究

所または研究センターが開設されている。 

軍事用ドローンの研究が 1960年代から進められてきた一方で、民間用ドローン産業は、2010年

代に入って以降、急速に発展を見せてきた。民間用ドローン製造業の発展の前提を提供したのが、

スマートフォン産業の発展であり、2015年時点で 4億 5000万台のスマートフォンを製造している

中国が、「空飛ぶスマホ」とも呼ばれるドローンの生産地となったことはある意味で自然なことだ

と評価できるだろう。そのうえで興味深いことは、中国が単なる生産地としての地位を超えて、そ

こから民間用ドローンのパイオニア、DJI が生まれてきたことである。DJI は 2006 年に広東省深

圳市で創業して以来、DIY 向けのフライトコントローラーの開発と製造で徐々に力をつけ、2012

                                                        
 
 
1 「長虹 1 号」の形状は『新広網』2015 年 12 月 5 日記事「中国最新无人机：美斥巨资也赶不上它」で確認できる。 
2 中国の軍事用ドローンについては Hsu(2013), Easton and Hsiao(2013)、井上・竹内編(2016)などを参照。BZK シ

リーズの写真は『Focus-Asia』2015 年 9 月 4 日記事、「軍事パレードに登場した BZK-005 無人機、13 年に日本の

防空識別圏に進入―中国紙」(http://www.focus-asia.com/socioeconomy/photonews/428046/)に掲載されている。 
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3.2 中国ドローン産業の概況 

ドイツの調査機関の Droneiiのランキング3においても 2016 年の第二四半期以降には DJI はフラ

ンスの Parrot や米国の 3D Robotics を抑えて第一位と位置付けられており、世界市場での確たる

地位を築いている。これは 2016 年に DJI が発表した Phantom4、発売後に品薄となった小型・本

格派機種 MAVIC の性能を考えると納得できる。注目できることは、DJI 以外にも中国には世界的

に注目されるドローンメーカーが多く、2016 年第三四半期のデータで 4 位に入っている

Hover(Zero Zero Robotics)は、北京に本社を構えるドローンスタートアップで、小型・安全・非

GPS 環境で飛行可能という製品プロトタイプを発表し、2500 万ドルの資金調達を実施している。

このほか、8 位にランクインしている Yuneec(昊翔電能運動科技（昆山）有限公司)、9 位に入って

いる Ehang(広州億航智能技術有限公司)も注目を集める企業となっているほか、ランク外となった

ポケットドローン Dobbyを発売している ZEROTECH(零度智控（北京）智能科技有限公司)や、公

安・警察向けのドローンを開発製造しているAEE(深セン（土ヘンに川）一電科技有限公司)など、

有力企業は少なくない。 

中国の完成機体メーカーの総数を捉えることは難しいが、民間用ドローンセクターで有力なメー

カーとしては下記の資料 3.2.1 に示した企業が挙げられる。まず空撮・ホビー用ドローン市場では、

無論 DJI が他のメーカーをリードしているが、そのほかにも Yuneec、Hubsan がホビー・トイド

ローン市場で存在が高い。空撮部門では DJI のほかに、北京の Zerotech が以前より定評のあるド

ローンを生産しており、2016 年のリリースしたポケットドローン Dobby はホビー用として高い評

価を受けている。産業用ドローンの市場では、農業分野では XAircraft、Ehang が先行している一

方で、すでに言及した AEEのほか、MMC、EWATTといったメーカーは消防、警察向けといった

特殊用途のドローンの開発製造に強みを持っている。 

 
出所：艾瑞諮詢(2016)、艾媒咨询(2016)、その他資料より作成 

                                                        
 
 
3 DRONEII.com,https://www.droneii.com/top20-drone-company-ranking-q3-2016 
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4.2 農業 

農業分野では、ドローンの利用は大きく分けて「農薬散布」、「精密農業」のふたつにわかれる

（そのほかには肥料散布や種まきなどもある）。 

精密農業も生育観察レベル（空撮見回り）程度から植生解析（植物の健康状態、病害虫の発生状

況など）まで幅広い用途が考えられる。 

世界で農薬散布がもっとも進んでいるのは日本であり、日本以外はルールも含めて未整備の状況

である。世界では、農薬などの自動散布が、ICT技術を活用したトラクターなどで行われている状

況だ。 

しかし、いままで空撮機としての商品展開が主であった DJI が、業務用ドローンとして農薬散

布機 MG-1 を発表しており、世界的にもドローンを利用した農薬散布は進んでいくとみられてい

る。 

精密農業では、1990 年代頃より人工衛星を活用した取り組みが開始されており、その後、セス

ナや有人ヘリでの取り組みへと移行していたが、ドローンの登場により急速に活用が進みだしてい

る。 

欧米では、マルチスペクトラルカメラとデータ管理クラウドサービス Atlas を提供している

Micasense がこの分野の代表的な企業である。 

また日本では、ドローン・ジャパンが、Micasense 社製のマルチスペクトルセンサーを搭載した

ドローンを活用して精密なリモートセンシングを行い、収集したデータを画像解析ソフトウェアに

より分析したうえで契約農家にレポートする、という仕組みを提供している。 

■技術的課題と社会的課題 

農薬散布に関しての技術的課題では、ひとつめはリフト（飛散）を想定した農薬散布の安全性

（農薬濃度と健康被害への影響）がある。例えば、安全性を高めて、薄く散布してしまうと農薬の

効果は得られず、一方で農薬濃度を濃い状態で散布することで、必要以上の濃度で撒かれてしまう

危険性がある。 

二点目は、農薬散布の正確性である。定められた場所にしっかりと散布できなければならない。 

三点目は、農薬散布の手法である。現状は上から噴霧することしかできない。果実などの対象物

に対して、横から散布するような技術開発が待たれる。 

 

精密農業に関しては、今後、市場が成長するにあたっての技術的課題として、ひとつめに、取得

するデータの精密さと運用の適正なバランスを考えなければいけない点がある。効率よい撮影を行

うために高い高度から撮影すると解像度低くなる。逆に何枚も撮影を行うと、画像の解像度は高い

がデータが重くなるためデータ処理に負荷がかかる。精密農業をすすめるうえでもっともバランス

の取れたデータ取得はどのようにすればよいかを検証が必要である。 

ふたつめは自動航行の正確性と安定性の向上である。広域のスキャニングを行うためには、自動
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